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「障害」の「害」の字のひらがな表記について 

 

 市では、障がいのある方の思いを大切にし、市民の障がい者への理解を深めていくため、「障害」と 

いう言葉が、前後の文脈から人や人の状態を表す場合は、「害」の漢字をひらがなの「がい」で表記し 

ています。 

 ただし、法令、法的効力を伴う制度や事業等の名称、団体名などの固有名詞、医学用語や学術用語等

の専門用語、他の文書や法令等を引用する場合などは、従来どおり漢字表記としています。 
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第１章  計画の基本的な考え方  

１ 計画策定の背景 

北斗市では、障がいのある人が安心して暮らせるまちづくりを目指す上での基盤となる、障害

福祉サービス等の方向性を明らかにするものとして、国の基本指針に基づき、令和２年３月に「第

６期北斗市障がい者福祉計画及び第２期北斗市障がい児福祉計画」を策定し、障害福祉サービ

ス等に関する提供体制等の確保・充実に取り組んできました。 

 

国では、発達障害者支援法や障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法

律（以下「障害者総合支援法」という。）や、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（以

下「障害者差別解消法」という。）の改正など、法令面の整備により障がい者施策を充実させてき

ました。 

障害者総合支援法は、平成２８年に障がい者が自ら望む地域生活を営むことができるような支

援や障がい児支援のニーズの多様化へのきめ細やかな対応、サービスの質の確保・向上に向け

た環境整備を行うため、令和４年に障がい者等の地域生活や就労の支援の強化等によって、障が

い者等の希望する生活を実現するため、それぞれ改正されました。 

また、住民ニーズの多様化や抱える課題の複雑化、専門性の高い課題など、地域では様々な課

題が存在しており、それぞれに合った障害福祉サービス等の提供やきめ細やかな支援が求められ

ています。 

 

このような国の障がい者施策の動向や、北斗市の障がい者の現状と課題を踏まえるとともに、

「第６期北斗市障がい者福祉計画」及び「第２期北斗市障がい児福祉計画」で定めた目標値及び

サービス見込量の進捗状況等の分析・評価を行ったうえで、より障がい者等のニーズや地域資源

などの現状に即した取組の課題を整理・検証し、国の基本指針及び近年行われた障がい者制度

改革を基に「第７期北斗市障がい者福祉計画」及び「第３期北斗市障がい児福祉計画」を策定す

るものです。 
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２ 近年の法制度の動き 

■障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律の施行 

（平成23年6月制定、平成24年10月施行） 

国や地方公共団体、障がい者福祉施設従事者等、使用者などに障がい者虐待の防止等のための責務を課

すとともに、障がい者虐待を受けたと思われる障がい者を発見した者に対する通報義務が課された。また、市

町村の部局又は施設に、障がい者虐待対応の窓口等となる「市町村障がい者虐待防止センター」が設置され

た。 

 

■障害者差別解消法の施行 

①（平成25年6月制定、平成28年4月施行） 

障がいを理由とする不当な差別的取扱いによる権利利益の侵害を禁止するとともに、行政機関等に社会的

障壁の除去を必要としている旨の意思の表明があった場合に、その実施に伴う負担が過重でないときは、障

がい者の権利利益を侵害することとならないよう、必要かつ合理的な配慮を提供する義務が定められた。 

②（令和３年５月制定、令和６年4月施行） 

障がいを理由とする差別の解消の一層の推進を図るため、事業者に対し社会的障壁の除去の実施につい

て必要かつ合理的な配慮をすることを義務付けるとともに、行政機関相互間の連携強化を図るほか、障がい

を理由とする差別を解消するための支援措置を強化する措置を講ずることが規定された。 

 

■障害者の雇用の促進等に関する法律の改正 

① 平成25年6月制定、平成28年4月（一部平成30年4月）施行 

雇用分野での障がい者に対する差別の禁止や合理的配慮の提供義務が求められるとともに、平成30年度

から障害者法定雇用率の算定基礎に精神障がい者を加えることが規定された。 

② 令和元年6月制定、令和2年4月施行 

障がい者の雇用を一層促進するため、障がい者の活躍の場の拡大に関する措置や、国及び地方公共団体

での障がい者の雇用状況についての的確な把握等に関する措置を講ずることが規定された。 

 

■成年後見制度利用促進法の施行 

（平成28年4月制定、同年5月施行） 

地域住民の需要に応じた成年後見制度の利用の促進、地域で成年後見人となる人材の確保、関係機関等

による体制の充実強化などが規定された。 

 

■発達障害者支援法の改正 

（平成28年6月制定、施行） 

発達障がい者の支援の一層の充実を図るため、切れ目のない支援や相談体制の整備（保健、医療、福祉、教

育、労働等に関する関係機関及び民間団体相互の連携の必要性）などが規定された。 
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■障害者総合支援法の改正 

①（平成28年6月制定、平成30年4月施行） 

障がい者が、自らの望む地域生活を営むことができるよう、「生活」と「就労」に対する支援の一層の充実や

高齢障がい者による介護保険サービスの円滑な利用を促進するための見直しを行うとともに、サービスの質

の確保・向上を図るための環境整備を行うことが規定された。 

②（令和4年12月制定、令和6年4月施行） 

障がい者等の希望する生活を実現するため、障がい者等の地域生活や就労の支援の強化等が規定された。 

 

■児童福祉法の改正 

①（平成28年6月制定、平成30年4月（一部平成28年6月）施行） 

障がい児支援のニーズの多様化（重度の障がい児、医療的ケア児など）にきめ細かく対応するための支援

の拡充を図るほか、サービスの質の確保・向上を図るための環境整備を行うことが規定された。 

②（令和４年6月制定、令和６年４月施行） 

児童虐待の相談対応件数の増加など、子育てに困難を抱える世帯がこれまで以上に顕在化してきている状

況等を踏まえ、子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強化等が規定された。 

 

■障害者による文化芸術活動の推進に関する法律の施行 

（平成30年6月制定、施行） 

障がい者による文化芸術活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、文化活動を通じた障が

い者の個性と能力の発揮及び社会参加の促進を図ることを目的として制定された。 

 

■高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の改正 

（平成30年5月制定、同年11月（一部平成31年4月）施行） 

高齢者、障がい者、子育て世代など、全ての人々が安心して生活・移動できる環境を実現することを目標と

して、バリアフリー化の取組の実施に当たり、「社会的障壁の除去」「共生社会の実現」に資する旨を明記した。 

 

■視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律の施行 

（令和元年6月制定、施行） 

視覚障がい者等（視覚障害、発達障害、肢体不自由等の障がいにより、書籍について、視覚による表現の認

識が困難な者）の読書環境を総合的かつ計画的に推進し、障がいの有無にかかわらず全ての国民が等しく読

書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受することができる社会の実現を目指すことを目的として制定された。 

 

■障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法の施行 

（令和４年５月制定、施行） 

すべての障がい者が、あらゆる分野の活動に参加するためには、情報の十分な取得利用や円滑な意思疎

通が極めて重要であることから、障がい者による情報の取得利用・意思疎通に係る施策を総合的に推進し、

共生社会の実現に資するために制定された。 
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３ 計画の位置づけ 

（１）障がい者福祉計画 

障がい者福祉計画とは、障害者総合支援法第 88 条の規定に基づく「市町村障害福祉計画」とし

て、北斗市での障害福祉サービス、相談支援体制及び地域生活支援事業の提供体制の確保に関し

て定める計画です。 
 

 

 

（２）障がい児福祉計画 

障がい児福祉計画とは、児童福祉法第 33 条の 20 の規定に基づく「市町村障害児福祉計画」と

して、障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保その他障害児通所支援及び障害児

相談支援の円滑な実施に関して定める計画です。 

「市町村障害児福祉計画」は、「市町村障害福祉計画」と一体のものとして作成することができると

されています。 
 

 

 

（３）他計画との関係 

この計画は、国の及び道の基本方針を踏まえるとともに、「第２次北斗市総合計画」を上位計画と

し、「北斗市地域福祉計画」、「北斗市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」、「北斗市子ども・

子育て支援事業計画」等との整合性を考慮し策定するものです。 

 

  

障害者総合支援法 第 88 条 

市町村は、基本指針に即して、障害福祉サービスの提供体制の確保その他この法律に基づく業務の円滑

な実施に関する計画（以下「市町村障害福祉計画」という。）を定めるものとする。 

児童福祉法 第 33条の 20 

市町村は、基本指針に即して、障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保その他障害児通所

支援及び障害児相談支援の円滑な実施に関する計画（以下「市町村障害児福祉計画」という。）を定め

るものとする。 

児童福祉法 第 33条の 20第 6項 

市町村障害児福祉計画は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 88 条第 1

項に規定する市町村障害福祉計画と一体のものとして作成することができる。 
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４ 計画の対象とする障がい者の範囲 

本計画の対象となる「障がい者」び「障がい児」とは、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するための法律第４条の定義のとおりです。 

・身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者 

・知的障害者福祉法にいう知的障害者のうち 18歳以上である者 

・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第５条第１項に規定する精神障害者（発達障害者支

援法(平成 16 年法律第 167 号)第２条第２項に規定する発達障害者を含み、知的障害者福祉

法にいう知的障害者を除く。）のうち 18歳以上である者 

・治療方法が確立していない疾病その他の特殊の疾病であって政令で定めるものによる障害の

程度が厚生労働大臣が定める程度である人で 18 歳以上である者 

・児童福祉法第４条第２項に規定する障害児 

 

５ 計画の期間 

市町村障がい者福祉計画は３年を１期として作成することを基本としつつ、市町村が地域の実

情等によって柔軟な期間設定が可能となっています。 

本市では上記を踏まえ、計画期間を令和６年度から令和８年度までの３年間とします。 

令和 

 3年度 

令和 

 4年度 

令和 

 5年度 

令和 

 6年度 

令和 

 7年度 

令和 

 8年度 

令和 

9年度 

令和 

 10年度 

令和 

11年度 

第 6期障がい者福祉計画 第 7期障がい者福祉計画 第 8期障がい者福祉計画 

第 2期障がい児福祉計画 

第 5期障がい者福祉計画 

第 5期障がい者福祉計画 

第 3期障がい児福祉計画 

 

第 9期障がい児福祉計画 

 
 

 

６ 計画策定の体制 

本計画の策定に当たっては、障がい者及び障がい児の福祉に関する事業所、障がい当事者団体、

ボランティア団体、校長会、町会連合会、民生委員児童委員連合会、社会福祉協議会等の代表者で

構成された、北斗市障がい者福祉計画策定委員会を設置し審議を重ねました。 
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７ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について 

ＳＤＧｓ（エス ディー ジーズ）とは、2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発目

標（Sustainable Development Goals）」のことで、2030年までに達成する 17の目標と 169

のターゲットで構成され、「誰一人取り残さない」ことを理念とした国際社会共通の目標です。ＳＤＧｓ

は発展途上国だけでなく、先進国自身が取り組む普遍的なものであり、自治体においても地方創生

を推進するため、その達成に向けた推進が求められています。 

本市においても、「誰一人として取り残さない」という包括的な視点のもと、全ての人の平等かつ

公平な社会参画をめざし、取り組みを進めていきます。 

 

 

 

８ 「重層的支援体制整備事業」について 

重層的支援体制整備事業とは、地域共生社会の実現に向けた具体的な手法であり、令和３年４

月の社会福祉法改正により位置付けられた市町村が取り組む任意事業です。これにより市町村は

包括的な支援体制の充実を図ることが必要となりました。 

市町村が行っている既存の相談支援や地域づくり支援の取り組みを活かし、子ども・障がい・高

齢・生活困窮といった分野別の相談支援体制では対応しきれないような「地域住民の複雑化・複合

化した支援ニーズ」に対応する包括的な支援体制を構築するため、「相談支援」、「参加支援」、「地

域づくりに向けた支援」を一体的に行う「重層支援体制」を構築し、推進していきます。 

重層的支援体制整備事業は障がい福祉の分野にも関わりのある事業であり、本計画の中でも、

重層的支援体制の整備等の視点を保ちながら関連事業を位置づけ、障害福祉サービス等との効果

的な連動を図ることで、北斗市全体の福祉の向上をめざすものとします。 
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第２章 障がい者を取り巻く状況 
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第２章  障がい者を取り巻く状況  

１ 人口の状況 

北斗市の総人口は、平成２９年度の 46,887 人から令和４年度の 44,087 人と減少傾向にあ

ります。年齢3区分別人口でみると、0～14歳、15～64歳は減少傾向にあり、65歳以上の高齢

者人口は令和３年度まで増加傾向で推移し、令和４年度に若干減少したものの、少子高齢化が進

行しています。 

 

年齢３区分別人口の推移 
単位：人   

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

年少人口（0～14歳） 6,095  5,890  5,677  5,384  5,145  4,927  

生産年齢人口（15～64 歳） 27,781  27,368  26,928  26,277  25,756  25,394  

高齢者人口（65歳以上） 13,011  13,253  13,453  13,725  13,812  13,766  

総 人 口 46,887  46,511  46,058  45,386  44,713  44,087  

 

 

各年度（３月末現在）  

 

  

6,095 5,890 5,677 5,384 5,145 4,927 

27,781 27,368 26,928 26,277 25,756 25,394

13,011 13,253 13,453 13,725 13,812 13,766

46,887 46,511 46,058 45,386 44,713 44,087

0人

10,000人

20,000人

30,000人

40,000人

50,000人

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 高齢者人口（65歳以上）
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２ 各種障害者手帳の所持状況 

障害者手帳所持者は、平成２９年度の 2,914 人から令和４年度の 3,066 人と増加傾向で推

移しています。 

また、総人口に対する障害者手帳所持者の比率も、平成２９年度以降増加傾向で推移しており、

令和４年度には 7.0%となっています。 

 

各種障害者手帳の所持状況の推移 
単位：人    

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

身体障害者手帳 2,069  2,035  2,020  1,989  1,963  1,921  

療育手帳 550  599  656  681  712  743  

精神障害者保健福祉手帳 295  309  338  358  378  402       

障害者手帳所持者数 2,914  2,943  3,014  3,028  3,053  3,066     

障害者手帳所持者比率 6.2%  6.3%  6.5%  6.7%  6.8%  7.0%  

 

 

各年度（３月末現在）  
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３ 身体障がい者の状況 

（１）年代別身体障害者手帳の所持者数の推移 

身体障害者手帳所持者は、平成２９年度の2,069人から令和４年度の 1,921人と減少傾向で

推移しています。 

 

年代別身体障害者手帳の所持者数の推移 
単位：人   

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

18歳未満 36    36  39  38  42  43  

18歳以上 2,033  1,999  1,981  1,951  1,921  1,878  

合 計 2,069  2,035  2,020  1,989  1,963  1,921  

 

 

各年度（３月末現在）  
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（２）障害種類別身体障害者手帳の所持者数の推移 

障害種類別身体障害者手帳所持者数をみると、令和４年度では「肢体不自由（上肢・下肢・体幹）」

が 1,046人で最も多く、次いで「内部機能障害」の 614人となっています。 

 

障害種類別身体障害者手帳の所持者数の推移 
単位：人   

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

視覚障害 118 110 101 97 97 97 

聴覚・平衡機能障害 173 163 158 159 155 147 

音声・言語・そしゃく機能障害 15 16 18 17 16 17 

肢体不自由（上肢･下肢･体幹） 1,181 1,146 1,121 1,096 1,079 1,046 

内部機能障害 582 600 622 620 616 614 

合 計 2,069 2,035 2,020 1,989 1,963 1,921 

 

  

各年度（３月末現在）   
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（３）等級別身体障害者手帳の所持者数の推移 

等級別身体障害者手帳所持者数をみると、令和4年では「1級」が667人で最も多く、次いで「4

級」の 505人となっています。 

（等級は、重い順に 1級から 6級までとなっています。） 

 

等級別身体障害者手帳の所持者数の推移 
単位：人    

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

１級 641 642 671 667 683 667 

２級 306 288 281 279 272 271 

３級 334 325 322 312 298 279 

４級 562 562 539 521 507 505 

５級 120 115 107 108 102 98 

６級 106 103 100 102 101 101 

合 計 2,069  2,035  2,020  1,989  1,963  1,921  

 

 

各年度（３月末現在） 
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４ 知的障がい者の状況 

（１）年代別療育手帳の所持者数の推移 

療育手帳所持者は、平成２９年度の550人から令和４年度の743人と増加傾向で推移してい

ます。 

 

年代別療育手帳の所持者数の推移 
単位：人   

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

18歳未満 142  161  180  171  188  193  

18歳以上 408  438  476  510  524  550  

合 計 550  599  656  681  712  743  
 

 

各年度（３月末現在）   
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（２）等級別療育手帳の所持者数の推移 

等級別療育手帳所持者数をみると、「Ｂ（中・軽度）」が増加傾向で推移しており、令和４年度では

537人となっています。 

 

障がい程度別療育手帳の所持者数の推移 
単位：人   

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

Ａ（最重度・重度） 182  189  199  204  201  206  

Ｂ（中・軽度） 368  410  457  477  511  537  

合 計 550  599  656  681  712  743  
 

 

各年度（３月末現在）    
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５ 精神障がい者の状況 

（１）精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 

精神障害者保健福祉手帳所持者は、平成２９年度の 295 人から令和４年度の 402 人と増加

傾向で推移しています。 

 

精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 
単位：人   

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

精神障害者保健福祉手帳 

所持者 
295  309  338  358  378  402  

 

 

各年度（３月末現在）   
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（２）等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 

等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数は、「2 級」「3 級」ともに増加傾向で推移しており、令

和４年度では、「2級」２１８人、「3級」１６２人となっています。 

（等級は、重い順に「1級」「2級」「3級」の順となっています。） 

 

等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 
単位：人   

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

１級 27 27 25 23 23 22 

２級 178 184 200 207 211 218 

３級 90 98 113 128 144 162 

合 計 295 309 338 358 378 402 

 

 

各年度（３月末現在） 
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６ 特別支援学級の設置状況 

（１）特別支援学級数の推移 

特別支援学級数の合計は、平成２９年度の 38 学級から令和４年度の 42 学級と年ごとの増減

はみられますが増加しています。 

令和４年度の小学校の特別支援学級数は 34 学級、中学校の特別支援学級数は 16 学級とな

っています。 

 

特別支援学級数の推移 
単位：人    

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

小学校学級数 27  26  24  31    29  34  

中学校学級数 11  12  12  11  12  16  

合 計 38  38  36  42  41 50 
 

 

各年度（３月末現在）   
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（２）特別支援学級の児童・生徒数の推移 

特別支援学級の児童・生徒数の合計は、平成２９年度の１１３人から令和４年度の 164人と増加

傾向で推移しています。 

令和４年度の小学校の特別支援学級児童数は 105 人、中学校の特別支援学級生徒数は 59

人となっています。 

 

特別支援学級の児童・生徒数の推移 
単位：人    

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

小学校児童数 74  78  80  91  94  105  

中学校生徒数 39  41  41  38  44  59  

合 計 113  119  121  129  138 164 
 

 

各年度（３月末現在）   
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７ 障害支援区分の認定者数の推移 

障害支援区分の認定者数は、平成２９年度の１４４人から年度ごとにばらつきがみられ、令和４年

度では１１４人となっています。 

区分別の認定者数をみると、令和４年度では「区分３」が 29人で最も多く、次いで「区分６」の 26

人となっています。 

（区分は、必要とする支援の度合いが高い順に６から１までとなっています。） 

 

障害支援区分の認定者数の推移 
単位：人    

区   分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

区分１ 1 2 0  2  1  1  

区分２ 13 30 19  20  30  23  

区分３ 21 53 27  19  54  29  

区分４ 17 28 16  23  21  15  

区分５ 34 28 24  25  29  20  

区分６ 58 31 36  50  39  26  

合 計 144 172 122 139 174 114 

 

 

各年度（３月末現在） 

  

1 2 2 1 1 13
30 19 20 30 23 

21

53

27 19 

54 
29 17

28

16 23 

21 

15 
34

28

24 25 

29 

20 

58

31

36 
50 

39 

26 

144

172

122
139

174

114

0人

50人

100人

150人

200人

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6



22 

８ アンケート等でみる北斗市の状況 

令和５年８月～９月にかけて実施した「北斗市福祉に関するアンケート調査」結果から、北

斗市の状況を記載 
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第３章  障がい者福祉計画・障がい児福祉計画  

１ 成果目標 

国の基本指針をベースに、本市における令和８年度末に向けた目標数値・事項 、目標達

成に向けた方策を記載 

 

（１）施設入所者の地域生活への移行 

（２）精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

（３）地域生活支援の充実 

（４）福祉施設から一般就労への移行等 

（５）障がい児支援の提供体制の整備等 

（６）相談支援体制の充実・強化等 

（７）障がい福祉サービス等の質を向上させるための取り組みに係る体制の構築 

 

２ 障害福祉サービス等の推進 

計画期間中の障害福祉サービス等の見込量及び確保策について記載 

 

３ 地域生活支援事業の推進 

計画期間中の地域生活支援事業の見込量及び確保策について記載 

 

４ 障がい児福祉サービス等の推進 

計画期間中の障がい児福祉サービス等の見込量及び確保策について記載 
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第４章 計画の推進に向けて 
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第４章  計画の推進に向けて 

 

計画を推進に向けて必要な取組や計画の評価・検証の方法などを記載。 


